
1

ポ
ン
ペ
イ
は
「
十
月
に
消
え
た
」

増

山

雄

三

「

ポ

ン

ペ

イ

」

と

い

う

町

は

、

イ

タ

リ

ア

南

部

に

あ

っ

た

古

代

都

市

だ

が

、

現

在

の

カ

ン

パ

ニ

ア

州

ナ

ポ

リ

県

ナ

ポ

リ

に

同

名

の

町

が

あ

り

、

そ

の

西

方

に

古

代

ポ

ン

ペ

イ

の

町

全

体

が

「

古

代

遺

跡

」

と

し

て

保

存

さ

れ

て

い

て

、

一

九

七

七

年

に

は

、

世

界

遺

産

の

文

化

遺

産

と

し

て

登

録

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

遺

跡

の

発

掘

は

、

十

六

世

紀

奈

な

か

ば

に

な

っ

て

、

土

に

埋

も

れ

た

古

代

都

市

の

存

在

が

発

見

さ

れ

、

一

七

四

八

年

に

発

掘

が

開

始

さ

れ

、

発

掘

に

伴

っ

て

、

古

代

ロ

ー

マ

時

代

の

都

市

生

活

実

態

が

驚

く

ほ

ど

明

瞭

に

さ

れ

て

き

た

。

現

在

出

羽

そ

の

八

割

が

発

掘

さ

れ

、

巨

大

な

遺

跡

公

園

と

し

て

、

火

山

灰

に

埋

も

れ

る

直

前

の

街

の

佇

ま

い

が

、

そ

の

ま

ま

再

現

さ

れ

て

い

て

、

広

場

を

囲

む

、

ア

ポ

ロ

、

ユ

ピ

テ

ル

の

各

寝

殿

、

そ

し

て

三

角

広

場

の

大

小

の

劇

場

、

一

万

五

千

人

収

容

の

大

闘

技
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場

等

の

大

建

築

が

あ

る

。

さ

ら

に

、

車

道

と

歩

道

が

区

別

さ

れ

横

断

歩

道

す

ら

あ

る

道

路

、

ま

た

食

糧

雑

貨

の

小

売

店

や

酒

場

も

あ

り

、

そ

の

先

に

は

、

裕

福

な

商

人

ウ

ェ

チ

ー

の

家

も

あ

る

ほ

か

日

常

品

な

ど

も

多

数

発

掘

さ

れ

、

ま

さ

に

ポ

ン

ペ

イ

は

、

古

代

ロ

ー

マ

人

の

生

活

を

知

る

た

め

の

、

宝

庫

に

な

っ

て

い

る

と

言

え

よ

う

。

そ

こ

は

、

「

ベ

ス

ビ

オ

山

」

東

山

麓

の

肥

沃

な

土

地

で

、

ナ

ポ

リ

湾

に

近

く

交

通

の

要

地

で

も

あ

っ

た

た

め

に

、

古

く

イ

タ

リ

ア

先

住

の

オ

ス

ク

人

が

集

落

を

作

っ

て

い

て

、

紀

元

前

八

世

紀

に

は

、

ギ

リ

シ

ャ

の

植

民

者

が

来

住

し

、

翌

年

に

は

エ

ト

ル

リ

ア

人

も

移

住

し

て

都

市

国

家

に

成

長

し

、

貴

族

共

和

制

に

な

っ

て

、

ギ

リ

シ

ャ

神

殿

も

で

き

家

屋

も

増

え

た

。

そ

れ

で

、

オ

ス

ク

、

ギ

リ

シ

ャ

文

化

が

盛

ん

に

な

っ

て

い

き

、

そ

れ

が

広

場

や

家

屋

の

モ

ザ

イ

ク

模

様

に

そ

れ

が

現

れ

、

市

域

も

拡

大

し

て

城

壁

も

作

ら

れ

て

、

紀

元

前

四

年

に

ロ

ー

マ

帝

国

の

進

出

に

よ

り

、

そ

の

支

配

下

に

は

い

っ

た

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

、

西

暦

七

九

年

の

ベ

ス

ビ

オ

山

の

噴

火
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に

よ

っ

て

、

多

く

の

火

山

灰

に

よ

り

埋

没

し

た

こ

の

ポ

ン

ペ

イ

の

町

は

、

近

年

、

そ

の

噴

火

の

発

生

日

が

、

長

い

間

に

定

説

だ

っ

た

「

八

月

二

十

四

日

」

で

は

な

く

、

「

十

月

二

十

四

日

」

と

の

説

が

、

有

力

視

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

ポ

ン

ペ

イ

は

山

の

南

麓

の

傾

斜

地

に

造

ら

れ

た

街

だ

っ

た

が

、

街

路

は

、

下

水

の

排

水

路

と

し

て

も

使

わ

れ

て

い

た

が

、

勾

配

の

変

化

や

余

分

の

上

水

を

活

用

す

る

な

ど

の

工

夫

も

さ

れ

て

い

て

、

山

の

北

麓

で

は

、

ワ

イ

ン

生

産

設

備

の

遺

構

に

加

え

、

そ

の

床

下

か

ら

は

、

よ

り

古

い

街

が

見

つ

か

る

な

ど

と

い

う

、

発

見

が

い

ま

相

次

い

で

い

る

。

紀

元

一

世

紀

の

、

ロ

ー

マ

帝

国

の

政

治

家

で

文

人

で

も

あ

る

小

プ

リ

ニ

ウ

ス

は

、

二

十

数

年

前

の

七

九

年

八

月

二

十

四

日

の

出

来

事

と

し

て

、

南

イ

タ

リ

ア

の

ナ

ポ

リ

湾

対

岸

の

か

ら

見

た

、

ベ

ス

ビ

オ

山

の

噴

火

を

、

友

人

の

タ

キ

ト

ゥ

ス

宛

て

の

書

簡

の

中

に

、

「

そ

の

雲

煙

の

形

は

、

他

の

い

か

な

る

木

よ

り

も

、

松

の

キ

に

そ

っ

く

り

だ

」

と

記

し

て

い

る

。

噴

煙

は

山

の

南

側

一

帯

に

広

が

り

、

火

口

か

ら

約
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十

㌔

南

東

に

あ

っ

た

ポ

ン

ペ

イ

の

街

は

、

火

山

灰

や

火

砕

流

に

の

ま

れ

、

一

夜

に

し

て

多

く

の

市

民

と

と

も

に

埋

没

し

て

し

ま

っ

た

。

一

方

、

小

プ

リ

ニ

ウ

ス

の

叔

父

で

、

ロ

ー

ｍ

艦

隊

司

令

官

で

も

あ

っ

た

大

プ

リ

ニ

ウ

ス

は

、

別

の

港

町

で

助

け

を

求

め

た

知

人

の

救

出

に

向

か

う

が

、

彼

は

被

災

し

て

し

ま

っ

て

命

を

落

と

し

た

。

こ

の

書

簡

か

ら

、

噴

火

の

発

生

は

長

い

間

「

八

月

二

十

四

日

」

が

定

説

と

さ

れ

ｔ

き

た

が

、

以

前

か

ら

そ

れ

よ

り

二

か

月

後

の

「

十

月

二

十

四

日

」

説

が

あ

り

、

近

年

は

そ

れ

が

有

力

視

さ

れ

て

い

る

。

二

○

一

八

年

に

は

、

ポ

ン

ペ

イ

の

邸

宅

跡

の

壁

か

ら

八

月

二

十

四

以

降

の

市

民

の

存

在

を

示

す

「

十

一

月

朔

日

の

十

六

日

前

」

と

書

か

れ

た

落

書

き

が

発

見

さ

れ

「

十

月

説

」

を

裏

付

け

る

も

の

と

し

て

、

そ

れ

が

世

界

中

に

報

道

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

半

世

紀

に

わ

た

り

、

ポ

ン

ペ

イ

の

発

掘

調

査

を

手

掛

け

て

き

た

、

古

典

考

古

学

者

の

青

柳

東

大

名

誉

教

授

は

、

「

研

究

者

の

間

で

も

、

小

プ

リ

ニ

ウ

ス

の

書

簡

は

、

何

度

も

写

本

さ

れ

て

い

る

間

に

、

日

付

が

写
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し

間

違

え

ら

れ

た

と

見

ら

れ

て

い

る

」

と

話

す

。

ま

た

青

柳

さ

ん

は

、

十

月

の

噴

火

を

物

語

る

遺

物

ち

し

て

、

①

石

膏

で

復

元

さ

れ

た

遺

体

の

多

く

は

着

衣

が

厚

着

だ

っ

た

②

邸

宅

跡

の

部

屋

か

ら

多

く

の

火

鉢

が

見

つ

か

っ

た

③

ワ

イ

ン

醸

造

用

の

大

甕

の

全

て

に

蓋

が

さ

れ

発

酵

段

階

だ

っ

た

等

を

指

摘

し

、

あ

ら

ゆ

る

状

況

証

拠

が

合

致

す

る

と

説

明

す

る

。

ポ

ン

ペ

イ

は

、

先

述

の

様

に

、

紀

元

前

八

世

紀

に

街

が

作

ら

れ

、

全

周

を

約

三

㌔

の

壁

で

囲

わ

れ

た

街

は

、

ワ

イ

ン

や

毛

織

物

に

魚

醤

の

産

地

と

し

て

繁

栄

し

、

上

下

水

道

も

整

備

さ

れ

、

神

殿

や

劇

場

に

円

形

闘

技

場

、

そ

れ

に

浴

場

な

ど

の

公

共

建

築

の

外

、

パ

ン

屋

や

居

酒

屋

と

娼

館

な

ど

も

並

び

、

富

裕

層

や

庶

民

そ

れ

に

奴

隷

ら

、

約

一

万

人

が

暮

ら

し

て

い

た

。

そ

の

状

況

は

、

上

野

に

あ

る

国

立

博

物

館

に

、

噴

火

前

の

ベ

ス

ビ

オ

山

と

、

ワ

イ

ン

用

の

ブ

ド

ウ

棚

や

酒

の

神

を

描

い

た

、

フ

レ

ス

コ

画

を

始

め

、

貴

重

な

遺

物

な

ど

約

百

五

十

点

も

あ

り

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

当

時

の

人

々

の

暮

ら

し

ぶ

り

が

分

る

。

ポ

ン

ペ

イ

で

は

、

そ

の

当

時

に

綿

密

な

都

市

管

理
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が

行

わ

れ

て

い

た

事

も

分

っ

て

い

て

、

特

に

下

水

は

堅

い

石

畳

の

街

路

に

、

そ

の

ま

ま

排

水

し

て

お

り

、

汚

物

や

廃

棄

物

の

清

掃

が

問

題

だ

っ

た

。

レ

ー

ザ

ー

ス

キ

ャ

ナ

を

使

っ

て

、

当

時

の

排

水

状

況

を

調

査

し

た

九

大

の

堀

教

授

は

、

街

路

の

清

掃

に

は

雨

水

の

ほ

か

、

高

地

に

あ

っ

た

配

水

棟

か

ら

斜

面

を

利

用

し

て

供

給

さ

れ

る

、

上

水

の

一

部

も

使

わ

れ

た

ほ

か

、

上

水

の

噴

水

施

設

か

ら

の

余

剰

水

が

街

路

に

流

レ

、

汚

物

を

流

し

て

い

た

と

見

て

い

る

。

ま

た

堀

さ

ん

は

、

ポ

ン

ペ

イ

で

は

繊

細

な

高

低

差

を

計

算

し

、

街

路

に

水

を

流

し

て

い

た

し

、

急

な

勾

配

の

上

に

あ

る

市

街

地

の

地

下

に

、

下

水

設

備

を

造

る

の

は

予

算

的

に

困

難

な

の

で

、

お

金

を

か

け

ず

、

現

実

的

手

法

で

解

決

し

て

い

た

と

い

う

。

そ

し

て

、

街

路

に

は

歩

行

者

専

用

の

飛

び

石

が

置

か

れ

、

敷

石

に

は

、

所

々

で

荷

車

な

ど

が

通

っ

た

轍

の

跡

が

残

っ

て

い

て

、

昨

年

は

儀

礼

用

の

四

輪

馬

車

も

発

見

さ

れ

て

い

る

の

で

、

堀

教

授

は

、

道

路

も

用

途

別

に

整

備

さ

れ

て

い

た

可

能

性

が

あ

る

と

、

そ

の

結

果

に

つ

い

て

説

明

を

加

え

る

。
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と

こ

ろ

で

、

ベ

ス

ビ

オ

山

周

辺

で

は

、

ポ

ン

ペ

イ

以

外

の

遺

跡

調

査

が

続

い

て

い

る

が

、

東

大

の

調

査

団

は

、

二

十

年

前

か

ら

北

麓

の

ソ

ン

マ

・

ヴ

ェ

ス

ヴ

ィ

ア

ー

な

に

あ

る

、

ロ

ー

マ

時

代

の

建

造

物

を

含

む

遺

構

の

、

現

地

調

査

を

行

な

っ

て

い

る

。

こ

の

遺

構

は

、

一

九

三

○

年

代

に

見

つ

か

っ

た

も

の

だ

が

、

ロ

ー

マ

帝

国

初

代

皇

帝

ア

ウ

グ

ス

ト

ゥ

ス

（

在

位

・

紀

元

前

二

七

～

後

一

四

年

）

の

別

荘

だ

っ

た

可

能

性

も

指

摘

さ

れ

た

が

、

一

度

埋

め

戻

さ

れ

た

そ

れ

を

、

調

査

団

が

発

掘

す

る

と

、

大

理

石

の

神

像

や

大

甕

群

が

見

つ

か

り

、

遺

構

が

ワ

イ

ン

生

産

設

備

で

、

七

九

年

で

は

な

く

四

二

七

年

の

ベ

ス

ビ

オ

山

の

噴

火

で

、

火

山

灰

に

埋

没

し

た

事

も

判

明

し

た

。

更

に

、

近

年

の

調

査

で

は

、

建

造

物

の

床

下

に

、

よ

り

古

い

構

造

物

の

存

在

が

確

認

さ

れ

た

の

で

、

調

査

団

を

率

い

る

高

橋

東

大

名

誉

教

授

は

、

「

床

下

の

建

物

は

紀

元

一

世

紀

初

め

ま

で

遡

る

可

能

性

が

で

て

き

た

。

ア

ウ

グ

ス

ト

ゥ

ス

生

き

て

い

た

頃

に

、

別

荘

が

造

ら

れ

て

い

た

可

能

性

も

あ

る

」

と

指

摘

す

る

。

令

和

四

年

五

月


